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軽量骨材コンクリートの高圧蒸気養生

一一ｳ縮強度におよぼす養生条件の影響一
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－Effects　of　curing　conditions　on　the　cornpressive　strength一
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　　　　　　　　1．はしがき
　軽量PC部材を工場で生産する場合には，プレストレ

スの導入が可能であるような圧縮強度をできる限り短期

間にコンクリートに与えることが非常に重要な課題とな

る．本文ではこのような課題を解決する手がかりをうる

ために，人工軽量骨材を用いた軽量コンクリートに対す

る高圧蒸気養生の適用にっいて検討した．

　コンクリー一トの強度を短期間に高める方法として，高

圧蒸気養生が最も有効であることは一応原則的に確認さ

れているが，その効果は，前養生期間，温度上昇速度，

養生温度およびその持続時間，蒸気圧下降速度等の処理

条件ならびにコンクリートの配合，コンクリートの構成

材料の性質等々，多くの要因に影響されるので，所定の

要求を満足する条件を見いだすことはきわめて困難であ

る．そこで今回は，まず，直交配列表を用いた要因実験

比較検討のための河川骨材を使用した．表2はこれらの

骨材の物理的性質を示したものである．

　コンクリートは1）細，粗骨材ともに膨張頁岩を使用し

たもの，2）細骨材に川砂を，粗骨材に膨張頁岩を用いた

もの，3）細骨材に川砂を，粗骨材に焼成フライアッシュ

を用いたもの，4）細，粗骨材ともに河川骨材を用いたも

のの4種について実験を行なった．これらのコンクリー

トの配合は表3に示すとおりである．

　　　　3．供試体の製作および高圧蒸気養生

　供試体はφ10×20cmシリンダーを使用し，一条件に

ついて3個製作した．型枠に墳充したコンクリートは，

所定時間の前養生を行なった後，オートクレープにより

所定の処理条件に従って養生した．処理を終わった供試

体のうち材令1日のものは脱型後直ちに圧縮強度試験を

行ない，その他のものは所定材令まで20℃，50％R．H．
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を行ない，これらの各種要因がコンクリートの圧縮強度

におよぼす影響を調べることにした．なお今回の実験で

はシリカ質粉末の添加を行なっていない．

　　　2．使用材料およびコンクリートの配合

、セメントは普通ボルトランドセメントを使用した．そ

の性質は表1に示すとおりである．骨材は破砕型の膨張

頁岩と焼成フライアッシュの2種の人工軽量骨材および

の恒温恒湿室に保存したのち乾燥状態で圧縮強度試験を

行なった．処理工程を示すと図1のようになる．使用し

たオートクレープはφ30×50cmの内法寸法を有する小

型のボイラーレスタイプのものである．

　また図2は，オートクレ・一・一・ブ内の温度と，コンクリー

ト中心部の温度との関係を，細，粗骨材ともに軽量骨材

を用いたコンクリートおよび河川骨材を用いたコンクリ

ートの場合について調べた結果を示した．
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　　　表5　要因分析一覧表
（1）細粗骨材ともに膨張頁岩を用いたコンクリーtf
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（2）細骨材に川砂，粗骨材に膨張頁岩を用いたコンクリート
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（3）細骨材に川砂，粗骨材に焼成フライアッシ＝を用いたコンクリr・一ト
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図2　温度上昇時におけるコンクリート
　　　の内部温度測定例

　　　　　表4　要因と水準
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（4）細，粗骨材ともに河川骨材を用いたコンクリート
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　　　　　　　　4．要　因　実　験

　表4に示した各要因をL27（313）型直交配列表に割りつ

けて要因実験を行ない，これらの要因がコンクリートの

圧縮強度におよぼす影響について調べた．

　表5は得られたデ・一一タについて要因分析を行なった結

果を示したものであり，図3～8は各要因の主効果を図

示したものである．

　まず，前養生時間については，焼成フライアッシュを

用いたコンクリートの場合のみ有意（危険率1％）となり

前養生は最大2時間行なえば十分で，それ以上の時間，

前養生を行えばかえって強度が低下する結果となってい

る．この傾向は粗骨材のみ膨張頁岩を用いたコンクリー

トについても見られ，一般に，軽量骨材コンクリートの

場合は河川骨材コンクリートに比し，前養生時間を短縮

できる可能性がある（図3）．

　温度上昇速度については，河川骨材の場合のみ有意（危

険率5％）となり，軽量骨材コンクリートでは60℃／h

～180°C／hの範囲においては温度上昇速度の影響をほと
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4h

んど受けないことが明らかとなった（図4），

　養生温度については，粗骨材に焼成フライアッシュを

用いたコンクリートの場合に高度に有意（危険率1％）

となり，粗骨材に膨張頁岩を用いたコンクリートおよび
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細，粗骨材ともに河川骨材を用いたコンクリートの場合

に有意（危険率5％）となった．大体の傾向としては，

前二者の軽量骨材コンクリートの場合に，高温養生の効

果が顕著であるといえる（図5）．

　養生温度保持時聞については，細，粗骨材ともに膨張

頁岩を用いたコンクリートおよび河川骨材を用いたコン

クリー…一トの場合に有意（危険率5％）となり，いずれも

最低4時間の養生時間を要することがわかる．一方粗骨

材のみに軽量骨材を用いた2種類の軽量骨材コンクリー

トの場合には，2時間から7時間の範囲で養生時間の影
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響をほとんど受けない結果となっている（図6）．

　蒸気圧下降速度にっいては，有意となったものがなか

った（図7）．材令については，粗骨材に焼成フライアッ

シュを用いたコンクリートの場合に有意（危険率5％）

となり，材令1日から1週まで強度上昇が顕著であるが

その後4週に至っても強度増進はほとんど認められない

結果となっている．同様な傾向は他のコンクリートにつ

いても認められる（図8）．

　　　　　　　　5．　む　　す　　び

　本実験で得られた結果をまとめると次のようになる．

　1）軽量骨材コンクリートに高圧蒸気養生を実施した

場合には，一般に河川骨材コンクリートの場合よりも大

きい効果が得られる（図3～8参照）．

　2）軽量骨材コンクリートに高圧蒸気養生を実施する

場合，その処理時間は，河川骨材コンクートの場合に比

べて短縮できる可能性がある．

　3）　3種の軽量骨材コンクリートにおいて，高圧蒸気

養生の効果を支配する要因は必ずしも共通ではなく，骨

材の種類や使用方法が異なれば処理条件は異なってく

る．　　　　　　　　　　　　　　（1966年10月27日受理）
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